
承認者 日付 縮尺作成者確認者 図面番号

承認者 作成者NO 内容 備考

整理番号

日付
量子科学技術研究開発機構　 千葉地区

国立研究開発法人 図面名称

工事名称

第３研究棟 昇降機設備改修工事　2026年

第３研究棟 昇降機設備改修工事

図面番号

表紙・図面リスト

案内図・配置図

図面名称

N.S

Ｎ.Ｓ

表紙・図面リスト

1/30既存EV機械室、昇降路平面図

縮尺(A3)

特記仕様書 N.S

既存5階平面図 1/200

N.S

M-01

M-02

M-03

M-04

1/2,000

昇降機設備仕様対比表

 　 　　7月



承認者 日付 縮尺作成者確認者 図面番号

承認者 作成者NO 内容 備考

整理番号

日付
量子科学技術研究開発機構　千葉地区

国立研究開発法人 図面名称

工事名称

Ｈ

穴 川 ４ 丁 目

穴 川 ４ 丁 目

小
仲

台
３

丁
目

小 仲 台 ３ 丁 目

北門

小
仲

台
４

丁
目

(緊急被ばく医療施設）
第３研究棟

トイレ

黒
砂

台
３

丁
目

50 100 m0
千葉駅

千
葉
街
道

案内図

京
葉
線

西千葉駅

総
武
本
線

国
道
16号

稲毛駅

国立千葉大学

京
成
千
葉
線

総
武
本
線

京
葉
道
路

穴川IC

量子科学技術研究開発機構（千葉地区）

案内図 配置図

６°５０′

真
北

磁
北

Ａ３：１／２,０００
年2026 第３研究棟 昇降機設備改修工事

案内図・配置図

対象建物

 　 7月 



製造者による

調査範囲

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準図」という。)

工事名称

図面名称

図面番号

１．

２．

工事場所

完成期限

３． 建物概要

４． 工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

建 物 名 称

構 造

階 数

備 考

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別建物別及び屋外

工　事　種　目

○

エレベーター設備

建築基準法による
建築面積(㎡)

延べ面積(㎡)

消防法施行令別表第一の区分

工 種

建 築 物 の 高 さ

５． 指定部分 無 有

指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

６． 概成工期 無 有 令和　　年　　月　　日（　　曜日）

対象部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（第1編1.1.2） ［第1編1.1.2］

○

○

 工 事 概 要Ⅰ

（２）建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。

２． 特記仕様

１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

２）項目に記載の（第　編　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の該当項目番号を示す。

３）項目に記載の［第　編　．　．　］内表示番号は、改修標準仕様書の該当項目番号を示す。

（１）本特記仕様書の表記

なお、建築工事の特記仕様書は（＿＿＿）図、電気設備工事の特記仕様書は（＿＿＿）図による。

章 項 目 特 記 事 項

一

般

共

通

事

項

～2］

［第1編5.1.1

処理等
発生材の

　

2）処理方法

1）品　　名

(5)　その他の発生材

1）品　　名

(4)　再生資源化するもの

2）使用場所

1）品　　名

(3)　現場において再利用するもの

2）処理方法

1）品　　名

(1)　引渡しを要するもの

(2)　特別管理産業廃棄物

4）集積方法

3）集積場所

2）引渡し先

1）品　　名

発生材の処理は、下記による。

［第1編1.5.1～4］

○

○

○

既存資料調査

図示

図示調査方法

調査項目

別途本工事 事前調査

調査内容

に関する基本方針（令和7年1月閣議決定）」に定める特定調達品目

いか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しな

①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類④

れていない材料を使用する。

エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加さ

接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－③

接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有

量が少ない材料を使用する。

②

応じた材料を使用する。

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセ

ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、①

性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び(2)

(1)

ものとする。

の分野「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たす

法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進

本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する

［第1編1.4.1］

（第1編1.4.1)

環境への配慮

警報盤組込（　　　回線）

以下のボタンを警報盤に備えるものとする。

以下のスイッチを警報盤に備えるものとする。

○ ○ 発電表示灯商用表示灯

○○

○ ○

○○

○ ○

○

○

○

群管理故障灯ヒューズ灯

＿＿階＿＿＿＿室

交流無停電電源装置（停電保持時間　　分）無

別置（　　　回線）

ランプチェックボタン故障警報リセットボタン（警報内蔵）

基準階切換スイッチ

運転及び休止の切換スイッチ各種完成運転を行う操作スイッチ

管制運転機能毎に、運転中とその完了表示を行う。

○

○○

○○

○ ○

○○

○ ○

○

○

○

○○

○ ○

○○

表示・操作パネル

別途総合盤組込形壁掛形

群管理故障灯ヒューズ灯

＿＿階＿＿＿＿室

交流無停電電源装置（停電保持時間　　分）無

別置（　　　回線）監視盤組込（　　　回線）

ランプチェックボタン故障警報リセットボタン（警報内蔵）

基準階切換スイッチ

運転及び休止の切換スイッチ各種完成運転を行う操作スイッチ

かご方向表示灯かご位置示灯

発電表示灯商用表示灯

液晶ディスプレイ表示・操作パネル（グラフィックパネル）

○

○ ○○○○

表示・操作部

形式

電源識別表示

管制運転表示

遠隔操作スイッチ

（キースイッチ）

ボタン類

インターホン

電源装置

設置場所

その他

その他

設置場所

電源装置

インターホン

以下のボタンを監視盤に備えるものとする。ボタン類

（キースイッチ）

以下のスイッチを監視盤に備えるものとする。遠隔操作スイッチ

管制運転機能毎に、運転中とその完了表示を行う。管制運転表示

別途総合盤組込形デスクトップ形壁掛形自立型

運行状態表示

電源識別表示

表示・操作部

形式

（親機）

エレベーター警報盤

（親機）

エレベーター監視盤

エレベーター監視盤等ⅣⅢエレベーター仕様

１

２

３

４

項 目

号 機

８

９

１０

１１

１２

１３

電動機容量（ｋＷ）

停止箇所・停止階

速度（ｍ/ｍｉｎ）

１５

１６ 停電時救出運転

火災時管制運転

１８

１９

２０

２１

２２

２３ かご仕上

自動診断仮復旧運転

緊急地震速報連動運転

長尺物振れ管制運転

浸水時管制運転

ピット冠水時管制運転

床

壁

戸

天井

非常用発電時管制運転

（自家発時管制運転）

地震時管制運転

(閉じ込め時リスタート運転)

間口×奥行×(約)高さ

かご内法寸法(ｍｍ)

出入口寸法(ｍｍ)

有効幅×高さ

(乗場の戸等)

注）

用 途

Ｊ Ｉ Ｓ 記 号

区 分

積 載 量 ・ 定 員

防 火 設 備

戸 開 閉 方 式

電 源

運 転 操 作 方 式

管
制
運
転
機
能

５

６

７

１４

１７

戸

三方枠

かご内操作盤

敷居

２４

２５

２６

２７

２８

かご室内
付加仕様

かご室内の

その他の

付加仕様

かご出入口検出装置

乗場仕上

監視ｶﾒﾗ(かご内)

着脱式壁保護材

館内放送用ｽﾋﾟｰｶｰ

各階案内表示板

視覚障害者用装置

キックプレート

かご内専用ｲﾝｼﾞｹｰﾀ

かご内鏡

かご内手すり

かご内専用操作盤

ホールランタン

幕  板

乗場ボタン

防 犯 窓

敷居

足場その他

［第1編2.2.1］

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

本工事で設置する。（　　　　　　図参照）

種 種）内部足場（ 外部足場（ 種 種）

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当た

っては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立

て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先

行専用足場方式により行う。

○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

（第2編4.1.1)

容量等の表示 （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（２）

数値以下とする。

電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された

電源周波数 ６０Ｈz○５０Ｈz

地域係数 による。

耐震設計用 耐震設計用地域係数は、「昇降機技術基準の解説2016年版」P3.3-1

耐震措置
（第9編2.2.6)

エレベーター設備機器の固定等は、すべて「昇降機技術基準の解説

2016年版」による。

（ ○

対象機器の耐震安全性分類は、

耐震クラスＳ14 耐震クラスＡ14 ）とする。

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に下記の方法により

埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

走査式埋設物調査 放射線透過検査

○

○ ○

既存躯体
への穿孔

［第2編6.2.1］

他工種との
取り合い

他工事又は 図面に特記なき場合は、工事区分表による。

○ 外部ネットワークと接続する制御システム

○ ○あり（対象設備：　　　　　　）　 なし

○ ○

外部ネットワークと接続する箇所の不正アクセス防止対策

ファイアウォール 統合脅威管理（UTM）

○

盤・キャビネットの錠の鍵

製造者の標準鍵

○ 鍵の指定あり

対策機器 ○ (

監視・制御
システムの
サイバーセ
キュリティ

エレベーター監視盤 ○ エレベーター警報盤

○ ）

○

エ
レ
ベー

ター

設
備

エレベーター
仕様

～6.2.13）

（第9編1.1.1

仕様は、「Ⅲ　エレベーター仕様」による。

［第9編1.1.1］

○電源盤及び
制御盤

ＥＶ制御盤による高調波対策及び高周波ノイズ対策は、標準仕様書第２

編1.2.2(5)による。

（第9編2.2.1)

［第9編3.2.1］

○エレベーター
警報盤

（第9編2.2.9）

○エレベーター
監視盤

（第9編2.2.8） 

有 （ 新設 既設）

（仕様は、「Ⅳ　エレベーター監視盤等」による。）

（設置場所：＿階＿＿＿室）

無

○

○

○ ○

有 （ 新設 既設）

（仕様は、「Ⅳ　エレベーター監視盤等」による。）

（設置場所：＿階＿＿＿室）

無

○

○

○ ○

○
完了検査

○

○ 工事完了検査：

○

○

本工事（手数料を含まない）

本工事（手数料を含まない）

○

○

別途

別途

○動力計測用
電力量計

（○ ○ ○要 無検定 検定付）

有 ○ 無）とする。パルス発信機能付きとし、電力量の表示は（○

○ 不要

○保守遠隔
監視用
電話回線等

保守遠隔監視用電話回線の配管は、別途工事とする。

第３研究棟 昇降機設備改修工事

千葉県千葉市稲毛区４丁目９番１号

第３研究棟

改修

RC造

地上5階/地下1階

1,298.84㎡

4,473.74㎡

●

第３研究棟

一式

●

●

確認申請 確認申請：

●

●

● ●

●

●

●

整理番号

特記仕様書

第３研究棟 昇降機設備改修工事
N.S

縮尺承認者 日付作成者確認者

2026年

15項

●
●

１． 共通仕様

（１）

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(令和7年版)(以下「標準図」という。)

 工 事 仕 様Ⅱ

●

●

〇

工事写真撮影要領(令和元年7月)●

●
●

〇 公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

●

〇 公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

● 昇降機技術基準の解説2016年版

●
●

※改修内容はM-3 昇降機仕様対比表のとおり

　　　「含有無し」である。（報告書等の資料については契約締結後に提供）

令和１０年　３月１７日（金曜日）

その他関連事項

M-01

量子科学技術研究開発機構 千葉地区

国立研究開発法人

施工調査● ●

●

●

●

製造者による

M-02 昇降機仕様対比表のとおり

承認者 作成者 備考内容日付No

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構会計規程及び契約事務取扱細則、工事概要書、

現場説明書、特記仕様書、図面によるほか、以下●印の付いたものを適用する。

ただし、製造者の施工基準等がある場合は、同基準を優先すること。

※１．本工事に関係するアスベスト含有建材に関して、既存EV機械室の床材が該当しているが、事前に行った分析調査の結果は

※２．既設制御盤内の火花消去器（コンデンサ）に低濃度PCBが含有されている可能性があるため、撤去後分析調査を行う事とする。

　　　・その他監督職員が指示するもの

※４．完成時の提出書類は以下のとおりとする。また、提出書類は紙媒体のほか全て電子納品とする。

　　　　電子納品方法：Microsoft One Drive （ファイル形式：PDF,DXF,JWW）

　　　・機器取扱い説明書　　　１部
　　　・機器性能試験成績書　　１部

　　　・工事写真帳　　　　　　１部

　　　・完成図（A3版）　　　　１部

※３．正門守衛所の既設インターホン設備にて監視等できる状態を確認する。

金属くず、廃プラスチック類

7月



承認者 日付 縮尺作成者確認者 図面番号

承認者 作成者NO 内容 備考

整理番号

日付
量子科学技術研究開発機構　 千葉地区

国立研究開発法人 図面名称

工事名称

第３研究棟 昇降機設備改修工事　2026年
Ｎ.Ｓ M-02

【改修】

基本
仕様

防災
安全性

メーカー

リニューアル内容 「Elemotion＋＜エレモーション・プラス＞」
三菱オーダー形エレベーターリニューアル

積載量

機種

定員

定格速度

停止階

地震時管制運転

停電時自動着床運転

地震感知器（S波センサのみ）

停電時自動着床装置（リスタート機能付）無し

750kg

AC-E2LE B

11名

45m/min

6階床（B1～5階）

11名

45m/min

6階床（B1～5階）

RDMLAN

750kg

【既設】

既設流用

既設流用

既設流用

既設流用

レール

機械台

釣合おもり

緩衝器

調速機

【改修】

メーカー

リニューアル内容 「Elemotion＋＜エレモーション・プラス＞」
三菱オーダー形エレベーターリニューアル

JEAS13キロレール

H300×150×6.5×9　SS400

BWC-910形　枠:SS400

SB-270-4V形　バネ式　JIS G4801

DG-241形

HG-327形

L4N-2S形

L4N-2S形

全階乗場インターロック

全階乗場ドアハンガー（連動ロープ含む）

調速機ロープ

張り車

既設流用乗場インジケーターBOX

乗場ボタンプレート

かご操作盤

正操作盤インジケーター

かご操作盤プレート

インターホン

かご内アナウンス

乗場休止スイッチ

有り

任意階サービス切放し機能

かご呼び取消機能

病院専用運転

鉄製

ステンレスヘアライン

乗場ボタン 透明アクリル・ランプ式（B,1-5階）

乗場運行表示灯 休止灯・専用灯　ランプ式

袖壁埋込み式

ランプ式

ステンレスヘアライン

かごボタン

戸開延長ボタン

ライトスモーク樹脂

ライトスモーク樹脂

24V式

無し

キースイッチ式　乗場ボタン組込

高調波対策 無し

無し 有り

有り 有り

機器

本体

取替:DG-240形

取替:HG-327形

取替:L4N-2S形

取替:L4N-2S形

乗場インジケーター
取替:縦型ドットLED ステンレスヘアライン(B,5階)

取替:横型ドットLED ステンレスヘアライン(1-4階)

縦型ランプ式　ステンレスヘアライン(B,5階)

横型ランプ式　 ステンレスヘアライン(1-4階)

取替:ステンレスヘアライン(B,1-5階)

取替:休止灯、専用灯

取替:袖壁埋込み式

取替:液晶1画面タイプ

取替:ステンレスヘアライン

取替:ステンレスクリックボタン

抗ウィルス・抗菌コート

取替:かご内子機、機械室内親機

有り

取替:インジまたはボタン組込み

絶縁トランス（ノイズ・漏洩電流対応））

有り：あり（ACリアクトル（標準Ki=1.8）＋

無し

取替:ステンレスクリックボタン(凸文字)

黄橙色LED・抗ウィルス･抗菌コート(B,1-5階)

取替:ステンレスクリックボタン(凸文字)

黄橙色LED・抗ウィルス･抗菌コート

8×S(19) JIS G3506 取替:8×S(19) JIS G3506戸開走行保護装置

ドア安全装置

耐震対策（主要部補強）

安全基準（既存不適格の解消）

乗場敷居

かご天井

かご床

巾木

かご内手すり

かご内上板

かご立柱

かご敷居

有り無し

無し

耐震対策（81耐震）

適用

マルチビームドアセンサー、ドアシグナル

耐震対策（耐震クラスA14）

未適用

大枠末広形　鋼板塗装（B,1-5階）

硬質アルミ製（B,1-5階）

2枚戸鍵穴付き　鋼板塗装（B,1-5階）乗場扉

乗場三方枠

鋼板塗装　蛍光灯照明

既設流用

既設流用

既設流用

既設流用

既設流用

既設流用

既設流用

既設流用

取替：ステンレスヘアライン

取替：ステンレスヘアライン

既設流用

ゴムタイル張り　t3　ニチマン

ステンレスヘアライン

鋼板塗装

ステンレスヘアライン　荷摺兼用

鋼板塗装

ステンレスヘアライン

硬質アルミ製

かご扉・壁

意匠

無し冠水時管制運転 有り

【既設】

三菱電機㈱ 三菱電機ビルソリューションズ㈱ 三菱電機㈱ 三菱電機ビルソリューションズ㈱

地震感知器 普通級3段設定 P波及びS波センサ

昇降機設備仕様対比表

昇降機設備仕様対比表

 　 7月



承認者 日付 縮尺作成者確認者 図面番号

承認者 作成者NO 内容 備考

整理番号

日付
量子科学技術研究開発機構　 千葉地区

国立研究開発法人 図面名称

工事名称

第３研究棟 昇降機設備改修工事　2026年
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承認者 日付 縮尺作成者確認者 図面番号

承認者 作成者NO 内容 備考

整理番号

日付
量子科学技術研究開発機構　 千葉地区

国立研究開発法人 図面名称

工事名称

第３研究棟 昇降機設備改修工事　2026年
Ａ３：１／３０

既存EV機械室、昇降路平面図

(既設)巻上機
　　　機械台

800 1,500

1,180 1,435 905 970

830

(既設)制御盤
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165

740 1,090

180 200かご外法 1,450

かご内法 1,35050 50

昇降路内法 1,830

出入口幅 1,000

※出入口高さ 2,100

2
0
0

2
1
6

1
,
3
2
2

1
,
1
8
2

(既設)操作盤

900

1,530

M-04

速度：45m/min

出入口寸法：幅 1000mm・高さ 2100mm

機器名称：三菱エレベーターリニューアル「Elemotion＋＜エレモーション・プラス＞」

操作方式：乗合全自動方式〔2BC〕

積載量：750kg

定員：11名

戸開方式：2枚戸片引き〔2S-R〕

出入口方式：一方向出入口
停止箇所：正面6停止（B1F,1F-5F）

用途：寝台用

（基本仕様）

既設エレベーター：1988年4月改修（三菱電機㈱）

耐震対策：耐震クラスA14
地震時管制運転方式：普通級3段設定（P波・S波）

（その他基本仕様）

ドアシグナル

戸開走行保護装置（UCMP）

停電時自動着床装置（MELD）

マルチビームドアセンサ（2D）／セーフティシュー内蔵方式

（その他改修工事）

既存EV機械室床防塵塗装工事（水系ボウジンテックスアルファ同等以上）

【改修概要（昇降機設備に関する詳細は、M-03昇降機設備仕様対比表のとおり）】

 　 7月
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